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導時期の 2 回（6 月下旬・7 月下旬），および実
習事後指導時期の 1 回（11 月下旬）の計 3 回実
施した。最終的に分析対象者となった者は，21














































































































































































































得られた（伊藤・堀江・佐久間 , 2015）。第 3 回










者のイメージ」を参考にした質問 1 ～ 28 に，独
































































































































p<.01）。質問 16 の平均値は，1 回目の調査から
一貫して中央値の 3 未満であり，“思わない”傾
向にあったが，Bonferroni を用いた多重比較の
結果，「1 回目－ 3 回目」および「2 回目－ 3 回目」
の平均値に有意な差がみられ（Figure1），1 回目









おらず（Figure3），1 回目から 2 回目で得点が上
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は 11 名であった。全員が女性で（M=21.63 歳 , 
SD=0.50），幼稚園教諭を希望する者であった。
2.2　結果と考察
　坂田他 (2007) による 5 因子の加算平均および
各質問の素点について，特別支援学校教諭免許
の取得を希望し 1 回目から 3 回目まで継続的に
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